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１８年３月期
(中間期）
実績

１８年３月期
（通期）
実績

１９年３月期
(中間期）
実績

１９年３月期
(通期)
計画

前年
同期比

前年
同期比

売 上 高
(売上比）

８,６１０
（100.0%）

１６,３４４
（100.0%）

８,５４４
（100.0%）

９９.２％ １６,９４２
（100.0%）

１０３.７％

売上総利益
(売上比）

５,９５４
（69.2%）

１１,３３２
（69.3%）

５,８４６
（68.4%）

９８.２％
（△0.7%）

１１,７８３
（69.6%）

１０４.０％
（+0.2%）

販売管理費
(売上比）

５,６２４
（65.3%）

１１,０９２
（67.9%）

５,５９９
（65.5%）

９９.５％
（+0.2%）

１１,５１８
（68.0%）

１０３.８％
（+0.１%）

営 業 利 益
(売上比）

３３０
（3.8%）

２３９
（1.5%）

２４６
（2.9%）

７４.７％
（△0.9%）

２６５
（1.6%）

１１１.０％
（+0.1%）

経 常 利 益
(売上比）

３５９
（4.2%）

３１７
（1.9%）

２９９
（3.5%）

８３.４％
（△0.7%）

３４８
（2.1%）

１１０.０％
（+0.1%）

当期純利益
(売上比）

２５８
（3.0%）

１８１
（1.1%）

１９６
（2.3%）

７５.９％
（△0.7%）

２３４
（1.4%）

１２９.６％
（+0.3%）

[連結] PLの概要
単位：百万円

げ連結：減収・減益



２０１９年３月期 第２四半期の経営成績

売上高：8,544百万円（前年同期比△0.8％減）

売上総利益率：68.4％（前年同期比△0.7ポイント減）

営業経費：
経費コントロールの徹底に努めましたが、営業経費の圧縮
は25百万円に留まりました。

営業利益：246百万円（前年同期比△83百万円）
経常利益：299百万円（前年同期比△59百万円）
当期純利益：196百万円（前年同期比△62百万円）
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[連結] PLの概要

特別損失：
保有する固定資産について、28百万円の減損損失を計上



１．眼鏡小売事業の既存店売上が前年同期比で僅かながら上回ったもの
の、主に低価格帯商品の販売数の減少等により伸び悩み、売上総利益率
は、主に品種別の売上構成比の変化の影響によって0.７ポイント減少しま
した。

２．品種別では、サングラスは、販売促進を進めましたが、売上は、前年同
期比で若干減少しました。一方、補聴器は、販売促進を強化したことに加
え、店舗におけるお試しレンタルサービスとアフターケアがお客様より好評
を得ており、引き続き順調に推移しております。

4

３．営業経費は、経費コントロールの徹底に努めたことにより、前年同期比
で0.5％減少しました。この結果、営業利益は、前年同期比で25.3％減少
し、246百万円となりました。
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１８年３月期
(中間期）
実績

１８年３月期
（通期）
実績

１９年３月期
(中間期）
実績

前年
同期比

売 上 高
（売上比）

８,４３２
（100.0%）

１５,９８８
（100.0%）

８,３７８
（100.0%）

９９.４％

売上総利益
（売上比）

５,８０３
（68.8%）

１１,０３２
（69.0%）

５,７００
（68.0%）

９８.２％
（△0.8%）

販売管理費
（売上比）

５,４８３
（65.0%）

１０,８０６
（67.6%）

５,４５６
（65.1%）

９９.５％
（＋0.1%）

営 業 利 益
（売上比）

３２０
（3.8%）

２２６
（1.4%）

２４３
（2.9%）

７６.２％
(△0.9%)

経 常 利 益
（売上比）

３５３
（4.2%）

３１０
（1.9%）

２９９
（3.6%）

８４.７％
(△0.6%)

当期純利益
（売上比）

２５３
（3.0%）

１６０
（1.0%）

１９６
（2.3%）

７７.５％
(△0.7%)

[単体] PLの概要
単位：百万円

単体：減収・減益
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[単体] 中間期における営業利益変化の要因別説明図
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◎売上高が０.６％減少し、売上総利益率も０.８ポイント減少しましたが、経費
コントロールに努めた結果、営業利益は、前年同期比で△７６百万円減少し
２４３百万円となりました。
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[単体] 従業員数推移

◎今年度新卒正社員１２名採用
◎ﾊﾟｰﾄと契約・嘱託社員の人員数は年間通じて概ね変動なし
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（各四半期末の数値）



[単体] 四半期別業績推移
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[単体] 既存店の四半期別販売状況 （前年比）

16/3期1Q 16/3期2Q 16/3期3Q 16/3期4Q 17/3期1Q 17/3期2Q 17/3期3Q 17/3期4Q 18/3期1Q 18/3期2Q 18/3期3Q 18/3期4Q 19/3期1Q 19/3期2Q

組売上 10.59 3.52 7.36 3.37 -0.26 -0.52 1.36 -0.07 4.04 11.33 0.07 2.99 -2.70 -4.33

組着数 -4.87 -8.25 -10.30 -8.04 -5.79 -5.69 -0.18 -3.19 1.29 7.28 -3.94 0.22 -2.71 -2.71

組単価 16.25 12.82 19.69 12.41 5.88 5.48 1.55 3.23 2.71 3.77 4.17 2.77 0.01 -1.66
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オプションレンズの販売強化
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[連結] BSの概要 単位：百万円
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１８年３月期
実績

１９年３月期
（中間期）
実績 比較増減額

構成比 構成比

流動資産 8,636 51.3% 8,846 52.0% +210

現・預金 5,014 29.8% 5,659 33.3% +645

受取手形・売掛金 937 5.6% 827 4.9% △109

商品 2,177 12.9% 2,100 12.4% △76

固定資産 8,213 48.7% 8,154 48.0% △59

投資有価証券 1,050 6.2% 1,055 6.2% +5

敷金・保証金 3,400 20.2% 3,338 19.6% △61

資産合計 16,849 100% 17,000 100% +150

流動負債 1,999 11.9% 2,065 12.2% +66

固定負債 678 4.0% 622 3.7% △55

負債合計 2,677 15.9% 2,688 15.8% +10

純資産合計 14,171 84.1% 14,311 84.2% +140

負債・純資産合計 16,849 100% 17,000 100% +150



[単体] BSの概要 単位：百万円
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１８年３月期
実績

１９年３月期
（中間期）
実績 比較増減額

構成比 構成比

流動資産 8,327 49.9% 8,540 50.7% +212

現・預金 4,798 28.7% 5,447 32.3% +649

受取手形・売掛金 925 5.5% 812 4.8% △112

商品 2,108 12.6% 2,031 12.1% △77

固定資産 8,372 50.1% 8,309 49.3% △63

投資有価証券 1,241 7.4% 1,247 7.4% +5

敷金・保証金 3,305 19.8% 3,243 19.2% △61

資産合計 16,700 100% 16,849 100% +149

流動負債 1,937 11.6% 1,999 11.9% +61

固定負債 659 3.9% 604 3.6% △55

負債合計 2,597 15.6% 2,603 15.5% +6

純資産合計 14,102 84.4% 14,246 84.5% +143

負債・純資産合計 16,700 100% 16,849 100% +149



[連結] キャッシュ・フロー 単位：百万円

[キャッシュフローの状況]

営業活動

投資活動

財務活動

15

税前当期純利益２６５百万円、売上債権の減少＋１０９百万円、
棚卸資産の減少＋７４百万円、仕入債務の増加＋１２１百万円

投資有価証券の償還＋３００百万円、
新店・改装・設備などによる有形固定資産の取得△１０９百万円

ﾘｰｽ債務の返済△５９百万円、配当金の支払△５７百万円

１８年３月期
（中間期）

１９年３月期
（中間期）

増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 625 567 △57

投資活動によるキャッシュ・フロー △154 199 +354

財務活動によるキャッシュ・フロー △285 △117 +168

現金及び現金同等物の期末残高 2,328 2,898 +569



[連結] 設備投資・減価償却費・減損損失

単位：百万円

注１）設備投資額は、敷金及び保証金、無形固定資産のリース資産、ソフト ウエア
は含まず。

注２)減価償却費は、キャッシュ・フロー計算書上の減価償却費

１８年３月期
（中間期）

１９年３月期
（中間期）

増減額

設備投資額 １５２ １０９ △４３

減価償却費 ７８ ８６ +８

減損損失 ５ ２８ +２２
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[単体] 出退店状況 (眼鏡小売事業)

店舗：上期は、国内で２店舗を閉鎖、８店舗で改装を実施
17

５８期 ５９期

期
首

出
店

退
店

期末
出
店

退
店

上期
出
店

退
店

下期計画 年
間
増
減

増
減

増
減

増
減

眼鏡
小売

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 144 5 6 143 △1 2 141 △2 3 144 3 1

路面店 96 3 93 △3 93 2 91 △2 △2

東部

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 49 2 3 48 △1 １ 47 △1 2 49 2 1

路面店 9 9 9 9

中部

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 15 2 17 2 17 17

路面店 31 2 29 △2 29 29

関西

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 73 2 71 △2 1 70 △1 1 71 1

路面店 50 50 50 2 48 △2 △2

四国
中国
九州

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 7 1 1 7 7 7

路面店 6 1 5 △1 5 5



P１９：２０１９年３月期（５９期）の基本方針

P２４：商品政策

P４１：海外眼鏡販売事業

営業戦略について

P３２：販売促進政策

P４３：２０１９年３月期（５９期）の連結業績計画

P４２：店舗政策

P３７：補聴器販売

P４０：写真館事業

P３９：眼鏡卸売事業
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愛
眼
ブ
ラ
ン
ド

お
客
様
視
点

２０１９年３月期（５９期)の基本方針

愛眼ブランド⇒認知度・好感度アップ

商品開発⇒品揃えの拡充

成長軌道の一段高いステージにステップアップ

接客サービス：｢アイスタイリング・サービス｣⇒さらなる進化

19

集客力アップ



１.お客様からの支持・信頼の獲得に照準を当てた諸施策による
事業収益の拡大を最重点課題とし、経営資源の効率的な活用を
進め、成長軌道の一段高いステージへのステップアップを図っ
ております。

２.高齢化や健康意識の高まりなどの社会の変化にきめ細やかに
対応した商品の開発を進め、素材・機能面において高品質で付
加価値の高い商品の品揃えの拡充に取り組んでまいります。

３.愛眼ブランドの競争優位性を発揮する鍵となる「アイスタイリン
グ・サービス」のさらなる進化・発展を図り、愛眼ブランドの好感度
アップと認知度の浸透に継続して取り組んでまいります。

愛眼ブランドの進化

20



アイスタイリング
サービス

お客様の嗜好、ライフスタイルに合った最適な商品の提案を
目指す「アイスタイリング・サービス」を主軸にして、愛眼ブラン
ドの強化に取り組んでいます。
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メガネの「プロ」として、メガネの専門店として、最適な商品・サービスを提供

22

◆おもてなし部

お客様に自信をもってアピールできる人材育成を目指し、専門
スタッフが質の高い視力補正と接客を教育しています。

◆愛眼マイスター

会社全体で技術力・知識力・接客力の向上をはかるため、
独自の社内検定を実施しています。

アイスタイリング
サービス



フレーム・レンズ一体価格

スマートプライス ・明瞭で安心な価格表示

・お買い得な価格設定

23



有害光線対策のアイガンＵＶ４２０提案

■レンズオプションでの提案
紫外線（UV）やブルーライトに加え、眼病の原因とされる高エネルギー可視光線(HEV）
をカットする「アイガンUV４２０」と、老化につながると話題の近赤外線（NIR）を
カットする機能をさらに加えた「アイガンUV４２０＋美肌｣を提案。

24

２０１９年３月期 第２四半期の商品政策
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従来より支持されている質感はそのままに、薄く・軽く・硬く・変形しにくい素材を採用。

レンズ機能だけでなく、フレームにも有害光線をカットできる仕組みを追加。

UV420+NIR CUT SUNGLASSES（UV420＆近赤外線カットサングラス）

26

人気商品のバージョンアップ拡大①

「デザイン・素材・設計をバージョンアップすることで他社との差別化を図る」

Kohoro（コホロ）



丈夫で長持ちで好評なキッズ・ジュニアフレームにもトレンドデザインを追加投入。

素材や機構を工夫することで、ファッション性や掛け心地をさらに向上。

27

CARROT PIPI （キャロットピピ）

人気商品のバージョンアップ拡大②

「デザイン・素材・設計をバージョンアップすることで他社との差別化を図る」

POCOP ENERGY （ポコプ エナジー）



味わい深いクラシックデザインに細やかな職人技と丈夫な作りが光るメタルフレーム。

ミルスペックの強靭な塗装処理をメンズチタンフレームのカラーリングに登用。

こだわりの国産フレームを投入

28

「丹念に仕上げられた国産品を提案することで安全性や快適性の価値を提供」

LOFAH （ローファ）

HABILLEMENT （ハビルメント）



アクティブなミドル・シニアに向けた、明るく見やすいカラーサングラス。

トレンドのデザインフレームを、使い勝手の良い跳ね上げ機能付きに。

お客様の悩みを解決できるアイテムを投入

29

「問題解決できる商品を投入し、より幅広い年代からの支持を狙う」

Kohoro（コホロ）

UV450 CUT SUNGLASSES（UV450カットサングラス）



好評の愛眼POCOPに歴史あるストリートブランドのエッセンスを注入。

スポーツアイウェアブランド同士でのコラボ。大阪企業同士での共同企画。

人気ブランドとコラボレーション

30

「コラボレーションすることでブランド価値をさらにアップ」

WINDRUNNER×SWANS（ウィンドランナー×スワンズ）

POCOP×THRASHER（ポコプ×スラッシャー）

×



■サングラスの売上高は前年同期比で若干減少
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サングラス実績の前年同期比推移

サングラスの販売の強化

■プライベートブランドサングラスの充実



TVCM・ラジオCM

32

アイガンUV４２０シリーズの告知CM、セール期の集客のためのCM、
補聴器レンタル勧奨CMを展開。（同内容でラジオCMも展開）

アイガンUV420CM（新ビジュアル展開）

アイガン補聴器レンタルCM

サマーセールCM(レッドセール/イエローセール)

サマーセールCM

２０１９年３月期 第２四半期の販売促進政策



イベント企画

33

ママ系イベントに出展
昨年１０月に毎月１８日を「いい目の日」
と制定。視力チェックなどを通じて目の
大切さを様々なイベントで発信する活
動を開始。今年４月には、大阪府で開
催された産経新聞主催の「ママ・マル
シェ」に出展。

聞こえの講座を開催
昨年４月に毎月１３日を「聞こえの日」と
制定。大阪府の公民連携戦略ディスク
と連携し、各地で聞こえの講座を開
催。写真は泉佐野市「ささゆり学級」で
の聞こえの講座の模様。補聴器の啓蒙
活動を行いました。

太陽光ケアのコラボイベント
ミズノ様、資生堂様、サンバリア100様と
の共同セミナーで『アイガンUV４２０』の
PRイベントを開催。写真は太陽光ケア
のセミナーの模様。セミ ナーでは、商
品のお試し体験会を実施し、アイガン
UV４２０の啓蒙活動を行いました。
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春・夏企画

UV420新ビジュアル展開 レッドサマーセール
6/15～7/22

GW期間限定
ハッピーセール開催
4/27～5/6

イエロークリアランスセール
7/23～8/26

◆春の立ち上がりからUV420の新ビジュアル訴求を
行い、GW期間には、ハッピーセール企画を実施し
ました。

◆繁忙期である夏のセールを、第１弾と第２弾に分
けて実施しました。
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Tポイント

◆ メガネ・サングラス・補聴器など店内全商品が対象
〈 200円（税抜）に対し１ポイント還元 〉

◆ 好評のTポイント「ズバトク」企画

商品PR

◆ メンテナンスフェア開催
過去にラインアートのフレームをご購入のお客様
向けにメンテナンス会を実施。
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注力企画 ◆こどもメガネの販売・演出強化
◆販売施策として、3/1より学割を開始。（7/31まで）



補聴器販売

補聴器実績の前年同期比推移

シニア層への対応強化

37

■補聴器の売上高は好調に推移

■インパクトとわかりやすさの訴求を強化

■充電式補聴器のレンタルが
好評を得ています。142%

119%

96%

100%
106%

114%

118%

80%
90%

100%
110%
120%
130%
140%
150%



補聴器販売

補聴器の啓蒙の強化

38

◎補聴器体験会イベント開催
聞こえのチェックを軸に各ショッ
ピングセンター内での啓蒙イベ
ントを実施。

◎レンタル補聴器CM
『レンタル補聴器なら愛眼』の
イメージをもっていただくため、ブ
ランディングCMを実施。



百万円眼鏡卸売事業

・得意先小売店に対する販売支援と
ともに、新規得意先の開拓に鋭意取
り組みました。

39

百万円
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写真館事業

・お得な写真プランの充実に取り組み
集客に努めましたが、市場競争激化
により厳しい状況が続いております。

40

百万円
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海外眼鏡販売事業

・北京愛眼眼鏡有限公司が、北京市
を拠点として眼鏡小売事業と眼鏡卸
売事業を展開

・中国での競争環境が引き続き厳し
い状況にあるなか、既存店の採算の
改善に努めておりますが、店舗数の
減少もあり減収となりました。
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百万円
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１．改装：既存店の活性化に伴う改装 ９店舗
2. 閉店：２店舗

42

２０１９年３月期 第２四半期の店舗政策

[連結]

２０１８年６月改装
泉ヶ丘店

２０１８年９月改装
イオン板橋店

２０１８年４月改装
湘南モール藤沢店

※ 主な改装店舗



2018年3月期実績 2019年3月期計画
前 期 比

増 減金 額
売 上

構成比
金 額

売 上

構成比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

売上高 16,344 100.0 16,942 100.0 +597 +3.7

売上総利益 11,332 69.3 11,783 69.6 +451 +4.0

販売費及び一般管理費 11,092 67.9 11,518 68.0 +425 +3.8

営業利益 239 1.5 265 1.6 +26 +11.0

経常利益 317 1.9 348 2.1 +31 +10.0

当期純利益 181 1.1 234 1.4 +53 +29.6

２０１９年３月期の連結業績計画
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２０１８年５月11日に公表した業績予想


